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冒
頭
労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
黒
河
悟
会

長
か
ら
「
今
回
で
４
回
目
の
開
催
に
な
り
ま

す
。
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
発
展
に
向
け

て
労
福
協
活
動
の
全
体
と
し
て
認
識
し
運
動

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
労
福
協
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
を
水
平
展
開
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
を
受
け
、
交
流

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
２
０
０
５
年
中

央
労
福
協
、
連
合
、
労
金
協
会
、
全
労
済
の

４
団
体
合
意
・
確
認
事
項
に
基
づ
き
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
地
域
を
拠
点
と
し

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
総
合
生
活
支

援
）
の
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
、
相
談

事
業
を
中
心
に
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
演
と
各
県
相

談
員
と
の
経
験
交
流
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
「
長
野
県
く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
10

年
の
経
験
か
ら
」
と
題
し
て
、
佐
藤
豊
弁
護

士
、
そ
し
て
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
ス

タ
ー
ト
」
と
題
し
て
、
飯
田
市
生
活
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
い
さ
ぽ
飯
田
所
長
の
市
瀬
邦

子
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
弁

護
士
か
ら
は
「
ス
タ
ー
ト
当
時
の
相
談
事
業

（
と
り
わ
け
無
料
）
に
対
す
る
社
会
的
要
請

に
つ
い
て
、
規
制
緩
和
、
自
由
競
争
重
視
の

社
会
へ
の
転
換
が
国
の
基
本
政
策
と

し
て
取
ら
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
生
じ

る
弱
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
事

業
は
価
値
あ
る
事
業
と
し
て
定
着
し

た
」
な
ど
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
提

起
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
瀬

所
長
か
ら
は
「
少
子
高
齢
化
の
影

響
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
壁
、
つ

な
が
り
方
の
変
化
、
生
活
困
窮
の
複

合
・
複
雑
化
な
ど
問
題
が
重
複
す
る

こ
と
で
、
本
人
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
く
な
り
、
心
身
共
に
疲
れ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

さ
え
も
発
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま

ま
、
一
層
事
態
が
悪
化
し
て
き
て
い

る
」
な
ど
現
場
の
経
験
か
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
各
地
域
の
相
談
員
か
ら
相

談
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
中
で
の
悩

み
、
苦
し
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
黒
河
会
長
が

「
一
都
10
県
の
経
験
交
流
を
さ
ら
に
進
め
て

日
常
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
ま
と
め
ら
れ
、
二
日
間
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日（
金
）〜
８
日（
土
）に
か
け
て
長
野
市
・
ホ
テ
ル
国
際
21
に
お
い
て
、労

福
協
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
一
都
10
県（
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
・
新
潟
・

長
野
・
山
梨
・
静
岡
）の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
40
名
が
参
加
し
、相
談
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
並
び
に
事
業
の
拡
充
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
を
目
的
に
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ライフサポート事業経験交流の様子

講演する佐藤弁護士

講演するまいさぽ飯田の
市瀬所長
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二
〇
一
五
年
七
月
三
一
日
（
金
）
に
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
（
長
野
市
）
に
お
い
て
「
長
野
県
労
働

者
共
済
生
活
協
同
組
合
　
第
六
十
回
通
常
総
代

会
」「
全
労
済
長
野
県
本
部
第
六
回
代
表
者
会

議
」
を
開
催
し
、
総
代
出
席
1
3
9
名
を
も
っ
て

活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
山
下
理
事
の
開
会
挨
拶
後
、
議
長

団
に
百
瀬
洋
総
代
（
自
動
車
総
連
）
、
北
山
聡
総

代
（
長
野
南
地
区
）
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

議
事
に
先

立
ち
、
関
本

部
長
よ
り
日

頃
の
職
域
・

地
域
で
推
進

さ
れ
て
い
る

労
働

者
共

済
活
動
に
対

す
る
感
謝
と

二
〇
一
五
年

度
の
活
動
計

画
へ
の
協
力
要
請
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
最
初
に
、
長
野
県
産
業
労

働
部
雇
用
・
就
業
支
援
担
当
部
長
の
山
本
智
章

様
、
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
中
山
千
弘
理

事
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
労
働
者
共
済
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
お
よ
び
二
〇
一
四

年
度
教
宣
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
教
宣
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
部
長
賞
は
富
士

電
機
労
働
組
合
松
本
支
部
、
業
務
委
員
長
賞
は

昭
和
電
工
ユ
ニ
オ
ン
大
町
支
部
と
長
野
日
本
無

線
労
働
組
合
の
作
品
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
長
野
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組

合
第
六
十
回
通
常
総
代
会
」
の
議
案
審
議
が
行

な
わ
れ
、
第
一
号
～
第
九
号
議
案
の
す
べ
て
の
議

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
「
全
労
済
長
野
県
本
部
第
六
回
代
表
者

会
議
」
が
行
な
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
事
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
い
た
だ
い
た
「
二
〇
一
五
年
度
活
動
計

画
の
二
〇
一
五
年
度
基
本
方
針
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
．
事
業
推
進
基
盤
強
化
と
拡
大
を
図
り
、

　
　
　
事
業
の
回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
労
済
運
動
を
職
域
・
地
域
へ
広
め
る
牽
引

　
　
役
と
し
て
、
経
営
・
運
営
組
織
の
活
動
強

　
　
化
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
推
進
に
特
化
し
た
推
進
体
制
の
構
築

　
　
と
シ
ョ
ッ
プ
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

二
．
常
に
組
合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安
心
を

　
　
　
提
供
で
き
る
推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
組
合
員
の
可
処
分
所
得
の
創
出
に
向
け
保

　
　
障
設
計
運
動
を
深
耕
し
、
適
正
な
保
障
を

　
　
提
案
し
ま
す
。

・
組
合
員
・
協
力
団
体
が
参
加
・
共
感
い
た

　
　
だ
け
る
事
業
推
進
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

三
．
「
保
障
の
生
協
」
と
し
て
社
会
的
責
任
を

　
　
　
果
た
し
、
事
業
体
と
し
て
の
価
値
・
役

　
　
　
割
を
広
め
ま
す
。

・
福
祉
事
業
団
体
・
関
係
団
体
と
の
連
携
を

　
　
深
め
、
協
同
組
合
組
織
の
一
員
と
し
て
の

　
　
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

・
生
協
法
に
基
づ
い
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
を
遵
守
し
た
適
正
な
共
済
活
動
を
引
き
続

　
　
き
実
践
し
ま
す
。

・
大
規
模
災
害
時
に
備
え
体
制
整
備
を
図
り
、

　
　
迅
速
・
丁
寧
な
対
応
に
よ
り
生
活
再
建
を

　
　
応
援
し
ま
す
。

代
表
者
会
議
で
は
、「
保
険
業
界
と
の
競
争
激

化
な
ど
で
推
進
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
な

か
、
全
労
済
ら
し
さ
や
将
来
展
望
・
推
進
方
針
が

明
確
に
見
え
る
よ
う
な
商
品
の
提
供
を
要
望
す

る
」、「
個
人
賠
償
契
約
に
つ
い
て
推
進
の
幅
が
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
単
品
で
加
入
で
き
る

よ
う
要
望
す
る
」
、「
審
査
関
係
で
は
更
な
る
事
故

対
応
力
の
強
化
を
要
望
す
る
」
な
ど
の
ご
意
見
・

ご
要
望
が
九
名
の
総
代
よ
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
二
〇
一
五
年
度
の
事
業
目
標
達
成

を
め
ざ
し
、
関
本
部
長
の
先
唱
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
風
間
広
康

専
務
執
行
役
員
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
石
田
公

博
専
務
執
行
役
員
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

第６回代表者会議で挨拶する関本部長

代表者会議・通常総代会の様子
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県
労
福
協
弁
護
団
会
議
が
８
月
21
日

（
金
）
松
本
市
の
美
ヶ
原
温
泉
「
ホ
テ
ル

翔
峰
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
事
務
局
か
ら
、
長
野
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
の
一
年
間
の
活
動
報
告
な
ら

び
に
法
律
相
談
の
現
状
等
に
つ
い
て
提
案

し
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
の
中
で
は
相
談

件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
相
談
内

容
で
は
相
続
関
係
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
法
律
相
談
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
弁
護
団
の
皆
様
の
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

顧問弁護団会議の様子

県労福協今後の主な予定
2015年
　●１０月２７日（火）１０：３０
　　　労金・全労済合同新任運営委員研修（メルパルク長野）
　●１１月　５日（木）１０：００
　　　虹の会マレットゴルフ大会（信州スカイパーク）
　●１１月　９日（月）１１：００
　　　県政要請（長野県庁）
　●１１月中旬　　　　
　　　第23回労働者福祉学校（未定）
2016年
　●１月７日（木）１４：００
　　　新春交歓会・講演会（ホテル国際21）
　●１月１９日（火）13：30～２０日（水）
　　　構成団体合同研修会（清風園）

2015年度長野県勤労者体育大会県大会の日程
バドミントン 10月  3日（土） ホワイトリング（長野市真島）
バレーボール 10月  3日（土） ホワイトリング（長野市真島）
テ 　 ニ 　 ス 10月17日（土） 東和田運動公園テニスコート

11月14日（土）
オリンピックスタジアム

野　　　　球 県営長野球場
11月15日（日） 県営長野球場
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あ
ら
ゆ
る
方
面
で
「
特
殊
詐
欺
の
撲
滅
」

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
毎
日
の
よ

う
に
新
聞
紙
上
に
被
害
の
記
事
を
目
に
し
ま

す
。な

ぜ
、
特
殊
詐
欺
は
無
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
特
殊
詐
欺
の
平
成

27
年
１
月
～
６
月
（
上
半
期
）
の
被
害
額
は
約

２
３
６
億
５
千
万
円
で
、
前
年
同
期
よ
り
12
・

３
％
減
っ
た
も
の
の
、
警
察
が
認
知
し
た
件
数

（
未
遂
を
含
む
）
は
７
０
０
７
件
と
前
年
同
期

比
で
13
・
８
％
増
え
た
そ
う
で
す
。

特
殊
詐
欺
の
な
か
で
も
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

は
、
特
に
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
最
近
で
は
「
か
わ
い
い

孫
」
か
ら
の
懇
願
の
電
話
に
高
齢
者
が
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
る
事
件
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
何
故
で

し
ょ
う
。

こ
の
手
の
詐
欺
は
、
現
代
の
核
家
族
化
の

隙
間
を
つ
い
た
犯
罪
と
い
え
、
日
々
家
族
と
し

て
接
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
家
族
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
、
即
ち
、

家
族
が
集
ま
り
特
殊
詐
欺
を
話
題
に
話
し
合
う

こ
と
が
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
は
、
面
識
の
な
い
人
か
ら
、
電
話

や
郵
便
物
な
ど
を
使
っ
て
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
。
家
族
を
装
う
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
ほ
か
、「
介
護
施
設
の
入
居
権
が

当
た
っ
た
。
名
義
を
貸
し
て
欲
し
い
」「
ギ
ャ
ン

ブ
ル
必
勝
法
を
教
え
る
」
な
ど
と
持
ち
か
け
る

手
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
投
資
情
報
を
見
た
」
、「
あ
な
た
は

特
別
会
員
の
審
査
に
合
格
し
ま
し
た
！
」
、「
現

金
を
銀
行
振
込
で
は
な
く
、
郵
便
・
宅
急
便
で

送
っ
た
」
、「
お
金
を
振
り
込
ん
だ
途
端
、
相
手
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
」
、「
利
回
り
の
良
い
投

資
を
勧
め
ら
れ
た
」
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
い
、

会
っ
た
ら
契
約
さ
せ
ら
れ
た
」
、「
地
域
49
人
限
定

と
言
わ
れ
社
債
を
購
入
し
た
」
、「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
き
、
別
の
業
者
か
ら
電
話
が
き
た
」
、「
過
去

の
被
害
を
取
り
戻
せ
ま
す
」
、「
出
会
い
系
サ
イ
ト

で
知
り
合
っ
た
相
手
に
お
金
を
貸
し
た
」
、「
婚
活

パ
ー
テ
ィ
で
知
り
合
っ
た
交
際
相
手
に
お
金
を

貸
し
た
」
、「
彼
氏
の
身
分
証
を
見
た
こ
と
が
な

い
」
、「
配
当
を
受
け
る
前
に
追
加
投
資
を
勧
め
ら

れ
た
」
、「
電
話
を
か
け
た
ら
『
現
在
使
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
』
と
…
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

人
ご
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
常
に
念
頭
に
置
く
こ
と
が
肝
要
で
す
！

【
回
答
】

【
事
例
】

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

北川 哲男

司法書士
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絆

き
ず
な

　
最
近
奨
学
金
の
問
題
が
社
会
の
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
一
つ
と
し
て
、
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
大
学
生
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
比

率
に
す
る
と
１
９
９
８
年
23
・
９
％
か
ら
２
０
１
０

年
に
は
50
・
７
％
へ
と
急
増
し
た
こ
と
で
す
。
急

増
の
背
景
は
親
の
収
入
減
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
二

つ
と
し
て
、
奨
学
金
制
度
の
改
悪
に
あ
り
ま
す
。

大
学
生
の
借
り
る
奨
学
金
の
約
８
割
を
占
め
る
の

が
日
本
学
生
機
構
（
旧
日
本
育
英
会
）
の
奨
学
金

で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
無
利
子
中
心
だ
っ
た
奨

学
金
は
、
有
利
子
中
心
の
制
度
に
改
悪
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
三
つ
と
し
て
、
就
職
状
況
の
悪
化
に
よ

る
奨
学
金
の
返
済
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
１
９
９
０
年
前
後
は
90
％
だ
っ
た
大

卒
の
就
職
率
は
２
０
０
０
年
に
は
約
60
％
に
低
下

し
、そ
の
後
も
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
き
ま
し
た
。

就
職
し
て
も
賃
金
が
低
く
奨
学
金
を
返
済
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
学
費
負
担
を
軽
減
し
、
経
済
的
に
豊
か
で
な
い

家
庭
の
学
生
も
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
は

ず
の
奨
学
金
が
、
大
学
生
の
卒
業
後
の
人
生
を
苦

し
め
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
奨
学
金
の
返
済
困
難
者
の
救
済
と
奨
学
金
制
度

の
改
善
を
目
指
し
、
奨
学
金
問
題
対
策
全
国
会
議

が
今
年
３
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学
金
が
学

生
の
未
来
を
奪
う
も
の
と

な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
学
生

た
ち
の
大
学
で
学
ぶ
権
利

を
守
り
、
持
続
可
能
な
社

会
と
若
者
の
未
来
の
た
め

に
、
中
央
労
福
協
の
呼
び
か

け
に
よ
り
私
た
ち
も
出
来

る
こ
と
か
ら
行
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
今
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
９
月
30
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
竹
花
　
里
子

　
　
　
　
　（
立
科
町
） 

　
百
瀬
　
裕
子

　
　
　
　
　（
塩
尻
市
） 

　
山
嵜
　
　
浩

　
　
　
　
　（
上
田
市
） 

　
中
山
　
芳
典

　
　
　
　
　（
中
野
市
） 

　
小
島
　
和
夫

　
　
　
　
　（
大
桑
村
）
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